
市政に対する 一般質問
問 

相
談
の
窓
口
が
分
か
れ
て
お
り
、
窓

口
の
一
本
化
、
安
心
し
て
話
の
で
き
る
窓

口
環
境
の
実
現
、
基
本
的
研
修
が
必
要
で

は
な
い
か
。

答 

窓
口
の
職
員
の
責
任
あ
る
対
応

と
、
内
容
に
よ
り
専
門
機
関
と
の
連

携
を
し
て
い
る
。
し
か
し
、
引
き
こ

も
り
の
定
義
な
ど
情
報
提
供
の
不
足

も
あ
り
、
今
後
、
先
進
地
の
事
例
研

究
や
窓
口
機
能
・
連
携
強
化
に
努
め

て
い
き
た
い
。

問 

実
施
中
の
生
涯
現
役
促
進
地
域
連
携

事
業
と
し
て
、
高
齢
者
の
仕
事
づ
く
り
と

介
護
現
場
と
の
連
携
を
い
か
に
と
っ
て
い

く
か
。

答 

介
護
事
業
所
と
高
齢
者
の
仕
事

の
結
び
つ
け
の
困
難
さ
は
あ
る
が
、

今
年
中
に
就
労
支
援
の
仕
組
み
づ
く

り
を
確
立
さ
せ
た
い
。

問 

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
が
個
人
の

要
望
を
聞
き
マ
イ
時
刻
表
を
作
成
・
交
付

し
て
は
ど
う
か
。

答 

新
た
に
停
留
所
型
デ
マ
ン
ド
タ

ク
シ
ー
が
運
用
さ
れ
た
こ
と
も
あ

り
、
市
が
マ
イ
時
刻
表
の
フ
ォ
ー
ム

を
作
成
・
配
布
し
、
利
用
者
が
乗
り

継
ぎ
の
情
報
な
ど
を
記
入
し
活
用
す

る
こ
と
で
、
利
用
拡
大
に
つ
な
げ
て

い
き
た
い
。

岡
本 

幹
男 

議
員

問 

上
貫
名
集
落
内
の
農
用
地
区
域
の
農

地
を
ど
の
よ
う
に
捉
え
て
い
る
か
。

答 

上
貫
名
の
集
落
内
に
は
小
規
模

な
農
用
地
区
域
内
の
農
地
が
介
在
し

て
い
る
が
、
一
団
の
大
規
模
な
農
地

が
広
が
る
地
域
と
比
較
す
る
と
一
体

的
な
利
用
が
十
分
に
で
き
な
い
現
状

で
あ
る
こ
と
か
ら
、
将
来
を
見
通
し

た
場
合
に
は
、
地
域
の
実
態
に
合
っ

た
土
地
利
用
の
検
討
や
見
直
し
が
必

要
で
あ
る
と
認
識
し
て
い
る
。

問 

東
の
玄
関
口
に
ふ
さ
わ
し
い
地
域
づ

く
り
を
ど
の
よ
う
に
進
め
る
か
。

答 

大
和
ハ
ウ
ス
周
辺
を
都
市
活
力

創
出
地
と
位
置
付
け
、
大
和
ハ
ウ
ス

の
移
転
を
契
機
に
上
貫
名
地
区
を
含

め
土
地
利
用
計
画
の
あ
り
方
に
つ
い

て
、
中
長
期
的
な
視
点
か
ら
、
地
域

で
の
主
体
的
な
議
論
と
と
も
に
検
討

し
て
い
き
た
い
。

問 

子
ど
も
を
交
通
事
故
か
ら
守
る
た

め
、
今
後
ど
の
よ
う
な
対
策
を
行
う
か
。

答 

各
地
で
子
ど
も
が
巻
き
込
ま
れ

る
重
大
な
事
故
が
発
生
し
て
い
る
こ

と
か
ら
、
今
後
、
幼
稚
園
、
学
校
、

地
域
の
皆
さ
ん
、
警
察
、
道
路
管
理

者
な
ど
と
連
携
し
、
道
路
の
危
険
箇

所
の
確
認
・
改
善
に
努
め
、
通
学
路

な
ど
の
安
全
確
保
を
図
っ
て
い
き
た

い
。

村
井 

勝
彦 

議
員

引
き
こ
も
り
対
策
に
相
談

体
制
の
明
確
化
を

地
域
公
共
交
通
利
用
者
に

マ
イ
時
刻
表
を

農
地
の
保
全
と

地
域
づ
く
り
の
取
り
組
み

交
通
安
全
対
策
の
取
り
組
み

介
護
分
野
へ
人
材
確
保
を

地域協働運行バス「めだか号」

上貫名集落の農地

8 ― No.71 ― R1.8.1


